
パーキンの集い 第 1回  

～運動症状～ のご報告 

 

 

10 月 4日（金）に行った「パーキンの集い」 第 1回目

の様子をご報告します。 

 

当日は約 80 名の方が参加していただき、会場もほぼ  

満員で実施することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今回のテーマはパーキンソン病の運動症状

で、奥村先生から約 30 分講義をして頂き 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画を使った説明が多数あり、非常に 

分かりやすい講義となりました。→ 

 

症状日記についての講義もあり、当日 

来場の方には、講義資料と共に症状日誌

も配付させて頂きました。↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 



講義の後、質疑応答の時間となり、たくさんの方からご質問を頂きました。一部を 

紹介させて頂きます。 

 

 

Q：夜間、自覚なく便が出たのですが、これはパーキンソン病の症状ですか？ 

A：まず寝ぼけている可能性があります。パーキンソン病の症状としては、レム睡眠

行動異常症（後日講義あり）の可能性があります。 

 

Q：薬を飲んだり、飲まなかったりは駄目ですか？ 

A：本来は良くないが、患者さんの希望に添って、増減はしています。ただ悪性症候

群の可能性もあるので、０にすることは難しいです。 

 

Q：首がこわばる。30分寝たら和らぐ。甲状腺腫瘍があるが、それが原因ですか？ 

またマッサージに言っても良いですか？ 

A：甲状腺腫瘍が原因で、筋肉の緊張が高まるとは考えにくい。マッサージは行って

もらうのは大丈夫です。 

 

Q：日常生活で気を付けることは？ 

A：まず第１に転倒に気を付ける。そして運動をする、外出する。外出することによ

り他の人と話すことも増え、それらがパーキンソン病の進行の予防につながります。 

 

 

 

 

 



約 20分の質疑応答がありました。奥村先生から「今回の講義と無関係でもいいので

気軽に質問して下さい。こういった場を作ることが大切ですので。」とお言葉もあり

ました。次回もぜひお気軽に、ご参加下さい。 
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